
資料 ６

現行補助金等評価実施要領（案） 
 

１．目的 

   この実施要領は、北広島市補助金等交付基準に基づき、補助金等の見直し時におけ

る評価を行なうために定めるものである。 

２．評価対象 

   この実施要領に基づく評価対象となる補助金等は、市の支出するすべての補助金等

とする。ただし、補助金等交付基準において適用除外としている補助金等は除く。 

３．評価機関 

   第三者機関である「北広島市外部評価委員会」において評価を行なう。 

４．評価方法 

   評価は、「５．評価項目」に定める各項目について個別評価を行い、「７．見直し基

準」により総合評価を行う。また、外部評価委員会が必要と認めた場合は、所管課か

らのヒアリングを実施する。 

５．評価項目 

   北広島市補助金等交付基準を踏まえ、次の各項目について評価する。 

  （１）公益性 

  （２）必要性 

  （３）効果性 

  （４）適格性 

  （５）将来性 

６．評価（採点） 

   評価項目ごとに下記の５段階の採点を行い、その合計点を当該補助金の総合点数と 

する。ただし、評価項目の（１）、（２）及び（３）については、採点数を２倍した

ものをその項目の点数とする。（４０点満点） 

    ５点・・・大いに認められる    ４点・・・認められる  

    ３点・・・やや認められる     ２点・・・あまり認められない 

    １点・・・認められない 

７．見直し基準 

区分 合計点数（40 点満点中） 今後の方針 

Ⅰ ２０点未満 廃 止 
補助することが適当でないと判断され

るもので、原則廃止を検討するもの。

Ⅱ ２０点以上２４点未満 

事業効果が薄いと判断されるもので、

徐々に減額し、今後３年間で原則廃止

を検討するもの。 

Ⅲ ２４点以上３０点未満 

見直し 
一定の事業効果が認められるもので、

活動内容を精査のうえ、原則減額を検

討するもの。 

Ⅳ ３０点以上３６点未満 

十分な事業効果が認められるもので、

活動内容を一層精査のうえ、原則補助

を継続するもの。 

Ⅴ ３６点以上 

継 続 
総合的に見て奨励すべきと判断される

もので、活動内容によっては増額も視

野に入れながら、補助を継続するもの。
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補 助 金 評 価 表   （現行補助金等） 

１ 個別評価（採点） 

５点・・・大いに認められる   ２点・・・あまり認められない 

４点・・・認められる      １点・・・認められない 

３点・・・やや認められる 

評価項目 内    容 採  点 

公益性 
・事業の効果が特定の者のみの利益に終わることなく、

広く市民福祉の向上に寄与している。 
 

×

２ 
 

必要性 

・事業活動の目的や内容が明確であり、社会経済情勢に

合致している。 

・行政と市民の役割分担のなかで、真に補助すべき事

業・活動である。 

 
×

２ 
 

効果性 ・補助金等の交付に対して費用対効果が認められる。  
×

２ 
 

適格性 

・事業活動の内容が補助の目的との整合性がとれている。 

・団体等の会計処理及び補助金等の使途が適切である。 

 

・補助金等の額が、その団体等の繰越金及び事業費と比べて適正で

ある。 

 

将来性 ・事業を続けることによって、更なる効果の拡大が期待できる。  

【採点合計】 
 

２ 総合評価 

見直し基準の適用 外部評価委員会の評価・意見等 

Ⅰ □廃止 （２０点未満） 

Ⅱ □見直し（２０点以上２４点未満）

Ⅲ □見直し（２４点以上３０点未満）

Ⅳ □継続 （３０点以上３６点未満）

Ⅴ □継続 （３６点以上） 
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新規補助金等評価実施要領（案） 
 
 
１．目的 

   この実施要領は、補助金等を新たに制度化する場合における評価を行うために定め 

るものである。 

 

２．評価対象 

   この実施要領に基づく評価対象となる補助金等は、新たに制度化するすべての補助 

金等とする。ただし、補助金等交付基準において適用除外としている補助金等は除く。 

 

３．評価機関 

   第三者機関である「北広島市外部評価委員会」において評価を行う。  

 

４．評価方法 

   評価は、「５．評価項目」に定める各項目について評価を行う。 

 また、外部評価委員会が必要と認めた場合は、所管課からのヒアリングを実施する。 

 

５．評価項目 

   北広島市補助金等交付基準を踏まえ、次の項目について評価する。 

  （１）公益性 

  （２）必要性 

  （３）効果性 

  （４）適格性 
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補 助 金 評 価 表   （新規補助金等） 

客観的な公益性を有している。 適・否 

公益・公共性 

次のいずれかの項目に該当する。 

・ 住民自治の向上、市民の福祉・健康の増進が

図られる。 

・ 市民の安全で安心な生活に寄与する。 

・ 市民の教育、文化、スポーツの振興に寄与す

る。 
適・否 

・ 地域の経済・産業の振興、雇用の促進に寄与

する。 

・ 市の施策として積極的に奨励しようとするも

の。 

公平性 
補助の効果が広く市民に及ぶもので、特定の団体

や個人のみの利益に供することがないもの。 

 

 

適・否 

社会ニーズ 
事業活動の目的、視点、内容が今日の社会経済情

勢に合致していること。 
適・否 

役割分担の妥当性 
市民と行政との役割分担の中で、真に補助すべき

事業・活動と、適切な規模であること。 
適・否 

費用対効果 
市民の福祉向上やサービス向上に効果が認めら

れること 
適・否 

類似事業 
すでに実施している補助事業と類似しないこと。

（他の補助金との統合の可能性も含む） 
適・否 

補助額の妥当性 
事業内容や団体の自主性の観点から、適正な補助

額（補助率）であること。 
適・否 

公
益
性
・
必
要
性
・
効
果
性 

評 価 適 ・否（                      ） 

合法規性 
補助金支出の根拠、手続きが明確で、法令等に

抵触しないこと。 
適・否 

会計処理 
団体等の運営に透明性があり、会計処理が適切

に行われていること。 
適・否 

目的と活動の一致 
団体の事業活動の内容が、補助の目的と一致し

ていること。 
適・否 

適
格
性 

評 価 適 ・否（                      ） 

公益・効果性 適格性 総合判定 

適 ・ 否 適 ・ 否 適 ・ 否 
評 価 

（外部評価委員会の意見等） 
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公募型補助金評価実施要領（案） 
 
１．目的 

   この実施要領は、「公募型補助金交付要綱」に基づき、公募型補助金の交付採択にお

ける評価を行うために定めるものです。 

２．評価機関 

   第三者機関である「北広島市外部評価委員会」において評価を行う。   

３．評価方法 

   評価は、「４．評価項目」に基づき個別評価を行い、その総合点数により採択順位を 

決定する。 

また、外部評価委員会が必要と認めた場合は、応募団体からのヒアリングを実施す 

る。 

４．評価項目 

   北広島市補助金等交付基準に基づく評価のほか、市民提案型補助金として市民 

の自由な発想に視点をおき、次の各項目について評価する。 

   ①公益性 

   ②必要性 

   ③効果性 

   ④実現性 

   ⑤適格性 

   ⑥波及効果 

   ⑦創造性・先駆性 

   ⑧北広島らしさ 

５．評価（採点） 

   評価項目ごとに下記の５段階の採点を行い、その合計点を当該補助金の総合点数と 

する。ただし、①、②、③及び⑤については、採点数を２倍にしたものをその項目の 

点数とする。（６０点満点） 

    ５点・・・大いに認められる    ４点・・・認められる 

    ３点・・・やや認められる     ２点・・・あまり認められない 

    １点・・・認められない 

６．採択順位の決定 

   評価（採点）による総合点数により、公募型補助金の採択順位とする。 

  ただし、総合点数が３０点未満の公募案件については原則採択順位を付けない。 

    

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 13 



補助金評価表 （公募型補助金） 
 

１ 個別評価（採点） 

   ５点・・・大いに認められる    ２点・・・あまり認められない 

   ４点・・・認められる       １点・・・認められない 

   ３点・・・やや認められる 

評価項目 内     容 採  点 

①公益性 
・事業活動の効果が特定の者のみの利益に終わることなく、

広く市民福祉の向上に寄与している。 
 

×

２
 

②必要性 

・事業活動の目的や内容が明確であり、社会経済情勢に合

致しており、社会的ニーズが高い 

・行政と市民の役割分担のなかで、真に補助すべき事業・

活動である 

 
×

２
 

③効果性 
・補助金等の交付に対して費用対効果が認められる。 

・事業効果が具体的かつ明確に把握できる。 
 

×

２
 

④実現性
（継続性） 

・事業計画には実現に向けた計画性があり、団体にも実現

する熱意や工夫があること。また当該補助金以外にも財

源確保がなされており、事業を実施する能力がある。 

 
×

２
 

⑤適格性 
・事業活動の内容が補助の目的との整合性がとれている。 

・団体等の会計処理及び補助金等の使途が明確である。 
 

⑥波 及 

効 果 

・事業内容に団体や事業の発展や成果の広がりが期待され、市の施策

や他の市民活動への波及効果をもたらす。 
 

⑦創造性

（先駆性） 

・事業活動の目的、内容、手法などが北広島市を取り巻く社会経済情

勢を踏まえた時代変化に対応し、創造性に富み、かつ先駆性を有し

ている。 

 

⑧北広島

らしさ 

・事業内容が北広島のまちづくりのテーマである「自然と創造の調和

した豊かな都市」づくりを目指すものであり、北広島市の歴史・風

土・地域性などに根ざしたものである。 

 

【採点合計】 
 

２．採択順位            位 

３．外部評価委員会の 

意見等 
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